
日

よい風習を育て
任みよい環境をつくる

交通規則を守り、事故をおこさないようにする。

家の内外をきれいにし、気持のよい環境をつくる

(大洲市民憲章)

2 0 昭和 49年 5月

。。

第 219号

市の人口(5月1日)

人口 38，048人
男 1&，026人女

世帯数 10，361世帯
面積 240.93平方キロメート jレ

発行大洲市役所

編集総務課

20，022人

(1) 

伶甥:ぬ納:争議l~~ 全期

肱
川
改
修
ヱ
事
に
伴
い
市
内
五
郎

に
是
設
中
で
あ
り
ま
し
た
畑
の
前
橋

が
完
成
、
四
月
二
十
六
日
盛
大
に
開

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
、
長
さ
二
百
八
十
メ
ー

ト
ル
、
市
内
で
最
も
長
く
ま
た
幅
員

六
メ
ー
ト
ル
(
車
道
幅
員
五
メ
ー
ト

ル
、
片
側
歩
道
幅
員
一
メ
ー
ト
ル
)

の
鉄
骨
永
久
構
造
の
立
派
な
も
の
で

総
工
費
約
二
億
五
千
六
宵
四
十
万
円

を
か
け
て
、
四
十
六
年
度
か
ら
三
刀

年
継
続
事
業
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の

で
す
。こ
れ
ま
で
は
、
上
流
に
畑
の
前
橋

下
流
に
慶
蚕
寺
橋
と
二
本
の
木
橋
(

流
れ
橋
)
が
か
か
っ
て
い
ま
レ
た
が

肱
川
の
増
水
の
た
び
に
流
失
し
、
そ

の
た
め
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
少
な

軽自動車税

法

人

の

市

民

税

か
ら
ず
不
便
を
か
こ
わ
れ
、
ま
た
復

旧
に
多
く
の
手
間
が
か
か
る
な
ど
、

永
久
橋
を
望
む
芦
が
強
か
っ
た
も
の

で
す
。畑
の
前
橋
完
成
に
よ
り
、
保
育
所

小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
の
安
全
通

学
は
も
と
よ
り
、
日
常
生
活
、
経
済

交
流
等
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
o

関
連
式
に
は
、
村
上
大
洲
市
長
の

ほ
か
関
係
者
か
テ
l
プ
に
ハ
サ
ミ
を

入
れ
た
あ
と
地
元
の
皆
さ
ん
ら
約
五

百
人
が
渡
り
初
め
を
し
て
開
通
を
祝

い
ま
レ
た
。

ま
た
、
畑
の
前
橋
の
渡
り
初
め
に

さ
き
だ
ち
新
レ
く
誕
生
し
ま
レ
た
慶

雲
寺
団
地
の
造
成
記
念
円
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
レ
た
。

渡り初めをする関係者

16万円

12 

12 

14 

15 

18万円

18 

14 

13 

16 

基礎控除額

配偶者控除額

老人扶養及び
配偶者のいな
い世帯の 1人
目の扶養親族
に係る控除額

寡婦 a障害者.
老年者控除額

特別障害者控
除額

扶養控除額

者
の
方
々
が
用
地
提
供
に
ご
協
力
を

願
っ
て
、
こ
の
大
事
業
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

眼
下
に
肱
川
の
美
レ
い
涜
れ
を
見

る
こ
と
の
出
来
る
高
台
に
造
成
さ
れ

住
宅
金

た
慶
雲
寺
問
地
は
、
環
境
的
に
も
申

し
分
な
く
、
十
八
一
戸
の
移
転
も
終
り

か
た
い
き
ず
な
に
結
ぼ
れ
た
新
団
地

で
の
生
活
か
始
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

。
伊
予
銀
行

。
一
見
邦
相
互
銀
行

。
愛
媛
相
互
銀
行

。
愛
媛
信
用
金
庫

。
愛
媛
県
労
働
金
庫

O
愛
媛
県
信
用
農
業

協
同
組
合
連
合
会

点r;¥
年為

庫

木造

組立木造

不燃組立

簡耐@耐火

匡天同直言ii1旨|老人と身体
般貸付 |又は身体障害|蕗害者同居
高金額 !者同居者j増 |自明

250Jj円 280万円 310万円

300 330 360 

340 370 400 

350 380 410 

申
込
み
は
五
月
二
十
七
日
か
ら

貸
付
利
一
郎
年
五
@
五
%

返
済
期
間
木
造
a

組
立
木
造
@
不

燃
組
文
構
造
は
十
八
年

以
内
簡
易
耐
火
潜
造
は

二
十
五
年
以
内

耐
火
構
造
は
三
十
五
年

以
内
で
す
o

返
済
方
法
元
利
均
等
割
賦
償
還
で

信
月
払
い
。

な
お
、
希
望
に
よ
り
ボ

ー
ナ
ス
払
い
併
用
も
認

め
ら
れ
ま
す
。

貸
付
限
度
額
下
の
表
の
と
お
り

大
州
市
の
取
扱
い
金
融
機
関
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一

加

入

し

ま

し

た

か

一

一
市
民
交
通
傷
害
保
険
一

一
年
間
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
万
一
一

一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
こ
と
し
も
家
族
…

一

ぐ

る

み

で

加

入

し

ま

し

ょ

う

。

…

M
W什
掛
れ
は

M
W叶
特
什
吋
闘
刊
け
神

ρペ
制
円
け
持

H
H
M
H什
紳
い
ハ

M
W
H
U

こ
の
慶
雲
寺
団

地
は
、
肱
川
改
修

計
画
に
伴
い
立
混
一
昭
和
四
十
九
年
度
の
住
宅
金
問
公
開

か
な
け
れ
ば
な
ら
一
の
借
入
れ
申
込
み
が
五
月
二
十
七
日
か

な
く
な
っ
た
廃
雲
一
ら
始
ま
り
ま
す
。

寺
、
む
黒
両
都
港
一
お
も
な
貸
付
要
件
等
は
次
の
と
お
り

十
八
一
い
の
か
た
が
一
で
す
。

た
の
新
し
い
生
活
一
貸
付
の
種
類
一
般
個
人
住
宅

環
境
を
作
り
上
げ
一
受
付
期
間

る
た
め
に
、
大
洲
一
昭
和
四
十
九
年
五
月
二

住
宅
協
会
が
造
成
一
十
七
日
か
ら
四
十
九
年

に
取
り
か
か
っ
て
一
九
旦
二
十
日
ま
で
(
た

い
た
も
の
で
す
。
一
だ
し
融
資
予
定
灘
に
達

造

成

を

進

め

る

一

し

た

と

き

は

、

期

間

中

に
あ
た
っ
て
は
、
一
で
も
締
切
る
と
き
が
あ

父

祖

の

代

か

ら

営

一

り

ま

す

。

)

々
と
し
て
築
か
れ
一
貸
付
対
象
者

て
き
た
、
安
住
の
一
自
分
が
住
む
た
め
の
住

地
を
去
る
乙
と
の
一
宅
を
必
要
と
し
、
土
地

つ
ら
さ
を
胸
に
秘
一
の
準
備
が
で
き
て
い
る

め

ら

れ

乍

ら

、

両

一

か

た

。

部
落
の
方
々
が
二
収
入
金
額

体
と
な
っ
て
協
力
一
平
出
月
収
が
毎
月
償
還

し
て
い
た
だ
き
、
一
金
の
五
倍
以
上
あ
る
か

完

成

し

た

慶

雲

寺

団

地

ま

た

、

土

地

所

有

一

た

。

一
選
手
が
参
加
し
、
天
量
杯
を
か
け
て
一
従
来
よ
り
身
体
障
害
者
に
対
す
る
減
一
薬
会
問
題
む
品
川
間
刑
事
、
震

高

松

宮

殿

下

を

お

迎

え

し

て

一

品

軒

下

の

大

会

で

、

各

市

町

一

詰

良

時

計

一

ド

一

国

民

健

震

Eバ
ま
モ
ゴ
ぃ
月
パ
ト
習
を
刀
打
し
、
九
月
、

「

全

日

本

軟

式

野

球

大

会

」

を

開

催

一

日

同

市

百

七

日

詩

的

問

一

持

U
H日
向

日

日

間

一

一

日

じ

れ

山

下

一

u
r
u
h
r一
寸

前

ド

ド

ド

訂

十

日

間

山

内

一
れ
て
お
り
ま
す
o

一
請
に
よ
り
減
免
す
る
こ
と
に
適
用
富
山
一
い
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
五
月
分
は
前
一
も
の
で
す
o

市
保
険
衛
生
課

沖
縄
か
ら
北
海
道
ま
で
の
全
国
都
道
一
五
十
二
チ
1
ム
、
約
一
、

0
0
0人
の

一

一

を

拡

大

し

ま

レ

た

の

で

、

該

当

者

は

、

一

年

の

税

額

を

参

考

に

し

た

暫

定

の

税

額

府
県
代
表
ナ
1
ム
が
、
日
本
一
の
栄
誉
一

l

i

-

-

l

i

l

(

|

|

一
毎
年
納
期
前
七
日
ま
で
に
減
免
田
請
を
一
と
な
さ
い
ま
し
た
。

日
川
町
日
日
目

UUE諸
山

仁

一

市

民

税

の

各

種

控

除

額

の

一

し

て

く

だ

さ

い

。

一

昭

和

四

十

九

年

度

か

ら

保

険

署

電

一

一

一

子

計

算

機

で

計

算

す

る

こ

と

と

な

り

、

当

官

守

し

て

行

わ

れ

る

こ

一

引

上

げ

等

市

税

条

例

を

改

正

サ

と
の
大
会
は
市
政
二
O
周

年

と

総

合

一

一

一

正

一

一
地
方
税
法
お
よ
び
市
税
条
例
か
一
部
一
昭
和
四
十
九
年
五
月
一
日
以
降
に
終
一
一
改
一

運

動

公

関

野

球

場

の

完

成

を

記

念

し

て

一

一

一

一

一

愛
媛
県
軟
式
一
野
球
連
盟
の
協
力
毒
乙
改
正
に
な
り
四
十
九
年
度
よ
り
適
用
す
一
了
す
る
事
業
年
度
分
よ
り
の
税
率
を
百
一
一
後
一

一
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
分
の
十
二
。
一
に
改
正
い
た
し
ま
し
た
一
一
正
一

実

現

し

た

も

の

で

す

。

一

一

一

一

文

一

改

正

の

主

な

も

の

は

次

の

と

お

り

で

一

固

定

資

産

税

一

円

円

八

月

六

日

、

高

松

宮

殿

下

の

御

臨

席

一

ア

コ

一

一

一

一す
c

一
住
宅
用
地
の
内
、
住
居
一
棟
に
つ
き
一
一

を

い

た

だ

い

て

開

会

式

を

行

い

、

八

月

一

一

一

一

十

百

ま

で

の

六

日

間

、

大

洲

球

場

、

一

個

人

の

市

民

税

一

二

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
は
、
富
一
一
分

内

子

球

場

、

宇

和

球

場

、

宇

和

島

長

一

斗

一

と

し

て

課

税

評

還

を

評

価

額

の

四

分

の
四
会
場
で
、
全
国
都
道
府
県
で
計
一
各
種
控
除
額
3

と
お
り
i
一
の
一
に
引
き
下
げ
る
こ
と

一

上

げ

ら

れ

ま

す

。

た

。

選
を
勝
ち
抜
い
た
、
四
十
九
チ
1
ム
と
E

地

元

特

別

出

場

の

三

チ

ー

ム

、

合

せ

て

軽

自

動

車

税

14 

17 

16 

19.25 白色申告者の
専従者控除額

フkの事故から子供を守ろう

ことしも水の季節をむかえ、魚とり、水iIff:びな
ど、水辺でたわむれる子供たちの姿が自につくよう
になりました。
これら楽しい水遊びにも多くの危険がともない
毎年いたましい犠牲者が出ております。このいた
まレい子供の水の事故をお乙さないために、保護
者はもとより地域の皆さんが一体となって注意し
合い楽しい夏を送りたいものです。

中
央
公
民
館
会
場

使
用
は

早
め
に
申
請
を

大
洲
市
犬
山
川
一
番
地
に
新
築
い
た
し

ま
レ
た
市
立
中
央
公
民
館
は
、
皆
さ
ん

の
憩
の
場
で
あ
り
、
話
合
い
の
場
で
す

こ
れ
か
ら
各
種
講
座
ゃ
、
グ
ル
ー
プ

活
動
の
場
と
レ
て
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
が
、
と
れ
ら
活
動
を
円

滑
に
、
し
か
も
効
果
的
に
進
め
て
い
く

た
め
、
規
定
の
様
式
に
よ
り
申
請
を
し

て
い
た
だ
き
、
会
場
使
用
の
調
整
を
し

た
い
と
忠
い
ま
す
の
で
、
使
用
申
請
書

は
卑
め
に
提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。申請
用
紙
は
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま

す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
中
央
公

民
館
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
央
公
民
館
の
開
館
は
五
月

末
の
予
定
で
す
。

た

ば

こ

は

一

市

内

で

一

買
い
ま
し
ょ
う
一

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

善
意
の
基
金
に

お
礼

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
ヘ

五
千
円
大
洲
市
若
宮
西
本
和
代
氏

社
会
福
祉
事
業
へ

五
百
四
十
二
円
平
野
中
学
校
生
徒
会

代
表
清
水
一
郎
氏

千
円
拾
得
金
の
礼
金
の
一
部
を

六
洲
小
学
校
六
年

佐
々
木
理
氏

大
洲
育
成
国
へ

三
万
円
長
浜
町
東
新
地

(
合
淵
ミ
ヤ
コ
氏

清
和
国
へ
ア
ル
バ
イ
ト
報
酬
を

三
千
七
百
八
十
九
円

大
州
市
米
津
永
佐
子
一
一
忠
氏

困
窮
家
庭
へ

二
千
円
大
削
市
大
洲
北
本
祐
子
氏

交
通
遺
児
へ
五
千
円

身
体
障
害
者
へ
五
千
円

西
条
市
駅
前

藤
田
洋
行
氏

ま
と
こ
ろ
銀
行
へ
善
意
の
基
金
心
か

ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会



織
膨
影
膨
綴
綴
織

綴
緩
衝
筋
線
機

5
月
初
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

6
月
2
日

h

y

h

T

h

T

9

日

ん

y

h

7

9

M

日

ん

ず

ん

r

h
v
n日

9

9

9

ぬ

日

ヂ

ヂ

診
療
時
間
午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

場
ま
で
出
動
し
て
確
認
し
て
お
り
ま
す
一
三
、
そ
の
他
い
ち
じ
る
し
く
煙
、
火
炎

が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
火
災
、
一
等
が
出
る
場
合
。

一
救
急
出
動
等
の
場
合
に
重
大
な
支
障
を
一
山
林
の
火
入
れ
は
、
市
畏
の
許
可
が

一
き
た
す
乙
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
一
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
市
民

一
{
付
為
に
つ
い
て
は
必
ず
事
前
に
届
出
て
一
課
、
ま
た
は
各
連
絡
所
へ
許
可
の
申
請

割
に

f
f印
紙
税
が
か
か
る
ζ
と
に
一
最
近
、
火
災
と
ま
ち
が
い
や
す
い
豊
島
ま
す
が
、
乙
れ
を
火
災
で
は
な
い
一
く
だ
さ
い
。
一
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一

な
り
草
し
た
c

一
や
炎
を
発
生
さ
せ
ふ
行
為
が
各
所
で
見
一
か
と
消
防
署
に
通
報
し
て
く
る
こ
と
が
一
一
、
普
通
の
た
き
火
よ
り
大
規
模
な
た
一
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
大
洲
甫
消
防
一

印
紙
税
が
か
か
る
主
な
も
の
は
次
の
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
-
一

多

く

あ

り

ま

す

。

一

き

火

。

一

署

へ

届

出

て

く

だ

さ

い

。

一

と
お
り
で
す
が
、
印
紙
税
の
か
か
る
文
一
い
く
ら
の
収
入
印
紙
を
は
っ
た
ら
よ
い
一
そ
の
つ
ど
届
出
の
な
い
場
合
は
、
混
一
二
、
山
林
火
入
れ
、
集
め
警
。
電
2
2
6
4
5番一

一
書
は
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
一
か
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
も
よ
り

印
紙
税
額
が
昭
和
四
十
九
年
五
月
ご
代
金
の
受
取
書
に
つ
い
て
は
、
受
取
金
一
収
入
印
紙
が
必
要
か
ど
う
か
、
ま
た
、
一
の
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
レ
た
。
一

印
紙
税
は
、
き
め
ら
れ
た
額
の
収
入
一

印
紙
を
は
る
か
、
現
金
を
税
務
署
に
納

付
し
て
納
付
表
示
を
す
る
か
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
納
税
し
ま
す
。

と
ん
ど
の
改
正
で
、
最
低
税
額
の
二

十
円
が
五
十
円
に
な
r
J

た
ほ
か
、
売
上

(2) 

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
そ
の
飛
び
か
う
集
団
の
美
し
さ
で

知
ら
れ
て
い
る
柳
沢
同
処
の
源
氏
ぼ
た
る
の
季
節
が
近
づ
き
ま
し
た
。

矢
溶
川
の
上
流
、
田
処
一
帯
は
、
六
月
上
旬
に
な
る
と
源
氏
ぼ
た

る
が
群
を
な
し
て
飛
び
、
人
々
の
目
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

自
然
が
矢
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
貴
車
な
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
今

年
か
ら
こ
の
源
氏
ぼ
た
る
を
広
く
県
下
に
紹
介
す
る
と
と
と
な
り
ま

レ
た
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
お
家
族
づ
れ
で
職
場
の
グ
ル
ー
プ
で

ぜ
ひ
と
観
賞
く
だ
さ
い
。

な
お
、
矢
落
川
流
域
の
源
氏
ぽ
た
る
は
県
指
定
の
天
然
記
念
物
で

あ
り
獲
る
乙
と
は
か
た
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
で
、
保
存
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

事眠

一
は
も
と
よ
り
阪
神
、
中
国
方
面
か
ら
訪

う

か

い

シ

ー

ズ

ン

ま

じ

か

す

人

が

多

く

、

さ

天

う

か

い

の

l

p

v

=

つ
に
類
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

受

け

入

れ

体

制

万

全

グ

一

た

。

需

要

で

は

で

く

盟

事
一
購
入
し
主
役
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

大
淵
名
物
う
か
い
が
い
よ
い
よ
六
月
一
流
肱
川
を
舞
台
に
く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
一
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
遊
覧
船
も
協
会

百
か
ら
九
月
一
一
十
日
ま
で
の
閥
、
清
一
開
設
以
来
十
八
年
目
、
今
で
は
県
内
一
お
よ
立
旦
録
后
所
有
企
句
合
せ
る
と
六
十

隻
を
越
え
、
今
年
も
大
洲
な
ら
で
は
の

う
か
い
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
関
係
者
一
周
が
受
け
入
れ
体
制
を
と

と
の
え
て
お
り
ま
す
。
一
大
削
市
で
は
、
四
十
九
年
四
月
か
ら
一

市
民
の
皆
さ
ん
も
訪
れ
る
観
光
客
に
一
一
毎
月
十
日
に
無
斜
の
交
通
事
故
相
談
と
一

親
切
に
ま
た
肱
川
の
美
化
に
い
っ
そ
う
一
心
配
ご
と
相
談
を
併
せ
て
開
設
し
て
お
一

ご
協
力
い
た
だ
い
て
よ
い
印
象
伊
与
え
一
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
一

る

よ

う

お

願

い

い

た

レ

ま

す

。

一

い

。

一

開
設
日
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

開
設
日
毎
月
十
日

(
た
だ
し
十
日
が
土
腰
、

日
曜
、
祭
日
そ
の
他
の
休

日
に
あ
た
る
場
合
に
か
ぎ

は

じ

め

て

聞

く

ほ
た
る
ま

'つ
り

白川2 0 昭和 49年 5月届ζ

』ー園

時

十

日

月

愛

中嬢

所江県

富藤指
一定

大'fJlj 史

洲邸跡

高跡

市
内
鉄
砲
町
の
大
洲
高
等
学
校
の

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
十
五
歳
で
祖

父
を
失
っ
た
と
き
か
ら
大
測
を
去
っ

て
近
江
へ
帰
る
ま
で
十
二
年
間
の
住

居
で
あ
っ
た
。

近
ば
聖
人
中
町
藤
樹
先
生
は
大
一
開

で
聖
人
と
な
る
修
養
を
積
み
ま
し

た
。
一
見
和
三
年
(
一
六
一
七
)
加
藤

貞
泰
公
が
米
子
か
ら
大
削
へ
移
封
と

な
っ
た
と
き
、
先
生
は
十
歳
で
祖
父

吉
長
に
つ
れ
ら
れ
て
大
測
に
こ
ら

れ
ま
し
た
、
二
十
七
歳
で
母
親
に
孝

養
を
尽
す
た
め
、
宮
を
辞
レ
て
近
江

の
小
川
村
へ
阪
る
ま
で
二
十
年
間
に

大
変
な
刻
考
勉
励
を
さ
れ
、
わ
が
国

子持

交
通
事
故
相
談
所
を
開
設

捗制ヲ三

の

印
紙
税
の
税
額
が

わ

り

か

し

fこ

ま

り
、
そ
の
翌
日
開
設
い
た

た文 すのと旧樹院りが 陽
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等

校

み
ん
な
で
環
境
を

美
し
く
し
ま
し
ょ
う

お
や
す
み
前
に
テ
レ
ビ
の

プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う

叫

2子

大
洲
市
教
育
委
員
会

し
ま
す
。
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
(
た
だ
し
受
付
げ
は

午
後
三
時
ま
で
で
す
。
)

大
洲
市
役
所
第
一
会
議
室

(
た
だ
し
会
場
の
都
合
に

よ
玖
変
更
す
石
場
合
が
あ

り
ま
す
。
)

時
間

六
月
五
日
か
ら

環

境

週

間

書

i市;

!E 
i署
;15 
i室
ii蹴頃量

い;

農

事

メ

モ

@
南
代
後
期
の
病
害
虫
防
除

一

収

入

印

紙

の

額

関

崎

の

い

ら

な

い

預
貯
金
証
書
・
保
険
証
券
・
信
用
状
・
委
任
状
な
ど
二
通
に
つ
き
一

一

五

十

円

一

預

貯

金

通

帳

・

信

託

通

帳

な

ど

一

一

通

一

年

に

一

お

円

一

米

の

生

産

調

整

も

四

年

目

と

な

り

劃
剖
配
劃
子
駅
劃
配
引
別
調
胡
調
剤
両
組
掴
明
|
河
口
日
刊
誌
一
日
持

羽
岡
到
割
削
刷
叫
」
斜
面
到
劃
判

E
同
一
一
一
一
で
休
耕
し
た
水
田
は
、
稲
を
植
え

一

五

寸

R
B上
一
手
官

Z
も

D

一
一
一
一
ー
i

ゴ
耐
冨
川
町
剖
十
(
↓
ド
i

一
一
一
一
る
か
転
作
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

一

千

円

一

一

三

う

c

一
券
面
金
額
に
応
じ
一
一
一
一
一
ま
た
世
界
的
に
は
食
糧
不
足
が
伝

一

王

卜

弓

!
F口
J

一

一

一

一

一

十
1
1
1
1
1
1
1
1
1
T
I
l
-
-
4」
引
引
一
一
一
一
え
ら
れ
て
い
る
今
日
で
す
が
、
米
を

一
弓
耳
花
道
草
れ
尻

t
一
弓
元
金
額
十
万
円
一
一
一
一

一
五
十
円

t
二
万
円
一
未
満
の
も
の
、
白
l

一
一
一
一
生
産
す
る
側
と
し
て
は
、
良
い
品
質

百
事
司
刷
円
コ
制
覇
胡
百
円
一
一
一
一
の
李
慎
重
の
生
産
方
法
で
多

一

百

十

R
I
五
月
モ
一
土
木
嵩

E
も
の
一
一
一
一

劃
盟
関
配
川
叶
可
制
到
性
国
一
一
一
一
く
の
収
量
を
穫
る
よ
う
に
レ
な
く
て

一
直
叶
円

l
喧
町
円
一
未
備
の
も
の
{
一
一
一
一
は
な
り
ま
せ
ん
。

種

類

文

書

第 219号

物
品
切
手
・
商
品
券
な
ど

判
取
帳

株
券
・
出
資
証
券

7
1
1
1
1
1
1ー

手

形

請
負
契
約
書

社
債
券
・
受
益
証
券

不
動
産
の
譲
渡
契
約
書
・
還
送
契
約
書
な
ど

大
開
市
の
稲
作
は
、
毎
年
い
レ
ゆ

く
病
が
多
く
発
生
し
ま
す
が
、
乙
れ

は
甫
代
後
期
に
伝
染
す
る
場
合
が
主

体
で
す
、
し
た
が
っ
て
六
月
中
・
下
旬

に
お
い
て
ク
ン
カ
類
の
防
除
が
大
切

で
あ
り
、
防
除
薬
を
一

o
a
三
均

で
向
代
周
囲
も
含
め
て
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
こ
の
防
除
は
部
落
中

が
一
斉
に
行
う
乙
と
に
よ
り
効
果
が

あ
が
り
ま
す
。

@
本
田
肥
斜

「
稲
は
地
力
で
作
れ
」
と
い
わ
れ

ま
す
が
最
近
の
よ
う
に
地
力
が
低
下

し
て
い
る
と
、
合
理
的
な
施
胞
が
重

手話

作

理

管
本
年
か
ら
は
、
農
協
経
営
に
よ
る

大
型
育
苗
セ
シ
タ
ー
も
活
動
し
て
お

り
、
安
く
て
良
い
苗
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
機
械
移
植
栽
矯
も
取

り
入
れ
た
い
も
の
で
す
。

窓
年
の
稽
作
期
間
に
お
け
る
気
象

状
混
は
不
順
で
、
し
た
が
っ
て
不

作
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
健
全
な
稲
作
り
が
よ

り
必
要
で
あ
り
、
ぜ
ひ
次
の
点
に
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

関
書
館
鹿
川
町
日

要
で
す
。
ま
ず
耕
起
前
に
碇
カ
ル
等
を
一

O
Z
5
0
1
一五

ob時
の
施
用

を
し
、
元
肥
は
高
度
化
成
を
=
一

0
1

四

ob吋
(
機
械
移
植
の
場
合
は
三

oh吋
)
を
施
レ
て
く
だ
さ
い
。

@
除
草
剤
の
施
用

最
近
の
除
草
剤
と
し
て
ロ
ン
ス
タ

l
乳
剤
が
あ
り
ま
す
。
と
れ
は
植
代

前
に
原
液
で
一

o
a五
0
C
Cを
使

用
し
ま
す
。

な
お
そ
の
他
除
草
剤
は
、
使
用
時

期
と
水
管
理
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

(
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
)


